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中
国
篆
書
書
風
の
江
戸
時
代
日
本
へ
の
展
開

―
「
江
戸
文
字
」
を
中
心
に
―

曹
　
　
　
　
　
悦＊

は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
の
日
本
と
中
国
は
、
中
国
か
ら
長
崎
へ
の
貿
易
船
に
よ
る
海
上
貿
易
が

頻
繁
に
行
わ
れ
、
仏
教
文
化
な
ど
の
交
流
も
盛
ん
で
あ
り
、
中
国
の
商
人
、
僧
侶
な

ど
が
唐
船
に
搭
乗
し
て
日
本
に
着
き
、
物
資
や
文
化
な
ど
も
日
本
が
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
中
国
書
法
の
日
本
で
の
浸
透
拡
大
は
、
主
に
中
国
風
の
影
響
を
受
け

て
六
朝
本
、
楷
書
、
行
書
な
ど
が
一
世
を
風
靡
し
、
篆
書
は
あ
る
意
味
で
未
知
の
書

法
で
あ
っ
た
が
、
清
朝
が
篆
書
法
を
受
容
す
る
と
と
も
に
再
興
す
る
こ
と
で
、
日
本

篆
書
書
法
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
日
本
で
は
、
徳
川
家
康
が
創
始
し
た

江
戸
幕
府
は
、
そ
の
文
教
政
策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
書
法
の
革
新
風
潮
が
勃
興
し
、

中
国
流
の
唐
様
と
日
本
の
伝
統
的
な
和
様
が
現
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、「
御
家
流
」
か
ら
一
般
的
な
庶
民
の
学
書
を
設
け
た
教
育
機
関

「
寺
子
屋
」
ま
で
、
書
道
芸
術
は
上
流
階
層
か
ら
庶
民
階
層
に
い
た
る
ま
で
普
及
し
て

い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
唐
様
書
道
は
、
後
代
の
日
本
の
書
道
の
発
展
の
中
で
、
徐
々

に
主
導
的
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
江
戸
時
代
は
ち
ょ
う
ど
中
国
の

清
代
に
あ
た
る
が
、
篆
書
が
復
興
し
、
文
人
と
学
者
の
両
方
の
視
野
に
包
含
さ
れ
る

こ
と
で
、
適
切
な
継
承
と
伝
播
を
成
し
遂
げ
た
。
唐
様
書
道
の
一
部
分
と
し
て
、
篆

書
は
弁
識
度
が
低
く
、
実
用
性
が
弱
い
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
江

戸
時
代
か
ら
本
格
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
で
は
、
書
法
の
学
習
と
普
及
の
過
程
で
、「
江
戸
文
字
」
と
呼
ば

れ
る
一
般
的
な
文
字
の
範
疇
と
は
異
な
る
文
字
形
式
が
革
新
さ
れ
た
。
こ
の
文
字
の

中
で
「
角
字
」
は
、
こ
の
時
代
に
特
有
な
趣
味
、
嗜
好
な
ど
を
体
現
し
て
お
り
、
こ

の
時
代
の
独
自
の
江
戸
文
字
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
篆
書
書
法

の
展
開
を
示
す
重
要
な
歴
史
で
あ
る
。

一
、「
江
戸
文
字
」
に
つ
い
て

　

日
向
数
夫
は
『
江
戸
文
字
』
の
「
序
に
か
え
て
」
に
「
一
口
に
江
戸
文
字
と
い
え

ば
、
勘
亭
流
と
そ
の
亜
種
で
あ
る
寄
席
文
字
、
浄
瑠
璃
文
字
、
そ
れ
に
籠
字
、
角
字
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る①
」
と
記
し
、
江
戸
文
字
は
江
戸
時
代
に
色
々
な
看
板
の
文
字
と

な
っ
た
。

　
「
勘
亭
流
」
と
は
、
芝
居
文
字
で
あ
り
、
落
語
や
歌
舞
伎
な
ど
の
看
板
や
番
組
表
に

用
い
ら
れ
る
字
体
で
あ
る
。
こ
の
字
体
は
岡
崎
屋
勘
六
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
，
彼
の
別
号
勘
亭
で
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
寄
席
文

字
」、
す
な
わ
ち
橘
流
は
客
様
の
目
を
引
く
た
め
、
筆
画
が
太
く
、
勘
亭
流
と
提
灯
文

字
の
特
色
を
合
わ
せ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
千
社
札
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
浄
瑠
璃
文
字
」
は
、
室
町
時
代
の
『
浄
瑠
璃
姫
物
語
』
の
浄
瑠
璃
か
ら
名
付
け
ら
れ

た
も
の
で
、
こ
の
台
本
の
書
く
書
体
は
、
三
味
の
撥
音
の
よ
う
に
滑
ら
か
で
あ
っ
た
。

籠
字
と
は
、
筆
画
が
太
く
、
使
う
書
体
は
楷
書
や
篆
書
が
多
く
、「
双
鉤
塡
墨
」
が
あ

り
、
反
対
の
「
双
鉤
塡
墨
」
を
記
入
す
る
こ
と
も
あ
る
。



一
一
九

　

角
字
は
、
筆
画
が
極
太
い
四
角
字
体
で
あ
り
、
篆
書
に
由
来
し
て
お
り
、
印
章
や

商
標
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
九
畳
篆
と
極
め
て
類
似
す
る
。
方
形
枠
で

完
成
し
、
横
が
平
で
縦
が
ま
っ
す
ぐ
，
布
置
章
法
が
均
一
で
、
筆
画
の
太
さ
が
同
じ
、

周
り
を
満
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
九
畳
篆
と
異
な
り
、
角
字
は
書
く
た
め
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
九
畳
篆
の
方
は
印
章
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
形
成

過
程
が
少
し
違
う
こ
と
が
あ
る
。

二
、「
角
字
」
と
「
九
畳
篆
」
の
比
較

　

中
国
の
唐
代
の
墓
誌
に
は
九
畳
篆
が
現
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
展
開
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
宋
代
に
な
る
と
、
畳
篆
は
官
印
の
文
字
と
な
り
、
道
教
の
印
章
も
畳
篆
を

使
っ
た
。
道
教
印
が
官
印
を
模
し
て
い
る
の
と
、
官
印
が
道
教
印
を
模
し
て
い
る
と
、

両
方
は
一
つ
の
起
源
が
あ
る
も
の
の
三
つ
が
あ
り
、
最
後
の
一
つ
の
起
源
が
も
っ
と

事
実
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
。
道
教
は
畳
篆
を
使
い
、
法
力
が
あ
り
、
魔
物
を
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
印
は
畳
篆
を
採
用
し
て
お
り
、
神
秘
だ
け
で
は
な
く
、
道

教
の
法
力
を
意
味
し
て
い
る
と
同
時
に
、
吉
祥
の
意
味
も
あ
る
。

　

日
本
の
角
字
は
、
江
戸
文
字
の
一
つ
と
し
て
、
政
府
や
貴
族
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
権
力
や
地
位
の
象
徴
で
あ
る
。
そ
の
好
み
の
由
来
を
探
る
と
、
天
平

四
年
（
七
三
二
年
）
に
聖
武
天
皇
が
制
定
し
た
礼
服
や
、
中
国
と
類
似
し
た
双
喜
の

文
字
な
ど
縁
起
の
良
い
文
字
の
直
線
的
な
組
み
合
わ
せ
で
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
体
系

化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
は
角
字
が
生
ま
れ
大
規
模
に
使
わ
れ
た
。

　

次
に
、
角
字
と
九
畳
篆
を
比
較
し
て
分
析
し
、
角
字
の
「
平
」（
図
1
）
は
、
単
字

の
筆
画
が
非
常
に
簡
単
で
あ
り
、
九
畳
篆
に
比
べ
て
字
の
周
辺
に
余
白
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
太
い
筆
画
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
九
畳
篆
の
印
章
は
、
陽
刻

（
図
2
）
も
陰
刻
（
図
3
）
も
、
周
囲
に
余
白
が
残
っ
て
い
る②
。「
平
」
の
角
字
と
九

畳
篆
の
上
半
分
の
処
理
方
法
が
一
致
し
て
い
た
が
、
角
字
の
縦
画
が
頭
を
出
し
、
伝

統
的
な
篆
書
の
扱
い
方
を
変
え
た
。
下
半
分
は
空
白
を
埋
め
る
た
め
に
、
両
方
の
縦

画
を
3
回
折
り
曲
げ
、
角
字
は
下
半
分
を
全
体
と
し
て
画
折
り
し
て
い
る
の
に
対
し
、

印
章
の
九
畳
篆
の
陰
刻
と
陽
刻
は
、
と
も
に
中
央
線
を
軸
に
対
称
的
に
折
り
畳
ま
れ

て
お
り
、
字
の
全
体
は
折
り
畳
む
と
同
時
に
も
っ
と
均
一
に
見
え
る
。

　

ま
た
，
角
字
の
「
八
」（
図
4
）
の
よ
う
に
、
こ
の
文
字
の
形
態
は
、
九
畳
篆
（
図

5
、
図
6
）
の
処
理
方
向
と
一
致
し
て
お
り
、
全
体
が
左
右
に
二
分
さ
れ
て
お
り
、

筆
画
も
余
白
も
十
分
に
対
称
的
で
あ
る
が
、
筆
画
の
折
り
方
が
異
な
る③
。
各
部
分
は

上
か
ら
下
に
そ
れ
ぞ
れ
8
回
折
る
が
、
角
字
の
変
化
が
多
く
、
装
飾
性
が
あ
り
、
九

畳
篆
は
対
称
性
を
重
視
し
て
お
り
、
折
り
目
ご
と
に
一
致
す
る
。
一
方
、
折
畳
み
の

回
数
を
見
る
と
、
中
国
で
も
日
本
で
も
縁
起
の
良
い
数
字
「
八
」
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

角
字
の
「
大
」（
図
7
）
は
、
上
半
分
の
処
理
方
法
が
九
畳
篆
（
図
8
、
図
9
）
と

ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
畳
む
回
数
お
よ
び
形
状
は
同
じ
で
あ
る④
。
下
半
分
は
い
ず
れ

も
中
央
線
を
軸
と
し
て
対
称
的
に
処
理
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
5
回
折
り
畳
ま
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
畳
篆
の
下
半
分
は
、
上
半
分
の
折
り
方
や
形
状
と
同
じ
で
あ

り
、
角
字
は
上
半
分
と
相
対
し
て
折
り
畳
ま
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
角
字
は
中
国
の
印
章
文
字
で
あ
る
九
畳
篆
の
影
響
を
受
け
て
、

そ
の
筆
画
の
布
置
方
式
を
継
承
し
、
そ
の
上
で
改
良
を
加
え
、
独
自
の
書
き
方
を
形

成
し
た
。
ま
た
角
字
は
、
江
戸
時
代
に
広
く
応
用
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
に
中
国
の

篆
書
が
発
展
し
、
普
及
し
た
こ
と
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。



一
二
〇

お
わ
り
に

　

中
国
篆
書
書
法
史
の
中
で
、
清
代
は
唐
代
に
続
い
て
篆
書
復
興
の
も
う
一
つ
の
ピ

ー
ク
と
な
っ
た
。
篆
書
書
家
の
一
部
は
伝
統
を
継
承
し
、
一
部
の
書
家
は
清
朝
の
学

問
復
古
の
基
礎
の
も
と
に
、
篆
書
書
法
の
発
展
に
新
た
な
活
力
を
注
入
し
、
独
特
の

篆
書
ス
タ
イ
ル
を
創
造
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
の
日
本
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
の
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
と
中
国
は
、
中
国
か
ら
長
崎
へ
の
貿
易
船
に
よ
る
海
上
貿
易
を

頻
繁
に
行
い
、
唐
船
を
通
じ
て
、
多
数
の
篆
書
書
法
に
関
す
る
書
籍
な
ど
を
日
本
が

受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
献
面
か
ら
言
う
と
、
日
本
は
、
中
国
の
篆
書
書
論

を
抜
粋
し
て
収
録
し
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
と
は
い
え
、
単
な
る
模
倣
で
は
な
く
、

書
家
や
学
者
に
よ
る
個
人
的
か
つ
個
性
的
な
見
解
が
増
大
し
、
日
本
独
自
の
理
論
が

生
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

芸
術
面
か
ら
い
う
と
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
篆
書
書
風
と
中
国
の
そ
れ
と
の
異
同

を
比
較
検
討
す
る
と
、
日
本
の
書
風
は
、
中
国
篆
書
書
風
の
影
響
を
受
け
、
主
要
な

特
徴
を
継
承
し
、
そ
の
基
礎
の
上
に
清
代
篆
書
書
法
の
新
し
い
特
徴
を
受
容
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
独
自
の
江
戸
文
字
が
生
ま
れ
、
そ
の
中
で
「
角
字
」
が
代
表

的
な
文
字
と
し
て
、
中
国
篆
書
書
法
を
充
分
に
咀
嚼
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
っ
て
よ
い
。

図 ₁　角字「平」 図 ₂　陽刻「平」 図 ₃　陰刻「平」

図 ₄　角字「八」

図 ₇　角字「大」 図 ₈　陽刻「大」 図 ₉　陰陽「大」

図 ₅　陽刻「八」 図 ₆　陰刻「八」
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